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1は じ め に

水稲の栄養診断技術として,葉色による稲体窒素濃度の

推定が用いられてきている。今回は,新たに開発された
SPAD葉緑素計の茎葉窒素濃度の推定精度について検討
したので報告する。

2試 験 方 法

供試品種は,ササニシキ,コ ガネヒカリ,ハヤニシキ,
アキヒカリの 4品種で,サ ンプルの内前 2者は県南分場か

ら,他の品種は農試本場から採取した。なお,ササニンキ

については一部現地圃場からも採取した。

葉色測定は,SPAD葉 緑素計のほかに,従来用いられ
てきたカラースケール,グ リーンメーターを比較としてと

りあげた。葉色測定は,すべて単葉で実施した。

試験期間は,昭和59年～60年の 2か年であるが,コ ガネ

カリ及びグリーンメーターについては,昭和59年 1か年の

検討である。

3試 験 結 果

① 葉緑素計による葉色測定値と稲体窒素濃度の間には高

い相関関係が認められた。また,n-2葉 の葉色測定値と
稲体窒素濃度の間に比較的安定した相関がみられた。更に,

表 1 葉緑素計指示値と稲体窒素濃度の相関
(昭和5,年 :岩手農試本場 同県自分場 )

全葉身及び茎葉のいずれの窒素濃度とも,葉色測定値と高
い相関が認められた (表 1)。

② 品種ごとの生育ステージ別の一次回帰式 (目 的変数 :

茎葉窒素濃度,説明変数 :n_2葉葉緑素計指示値 以下
同じ)の寄与率は70～ 90%と 非常に高く, n=2葉葉緑素
計指示値からの茎葉窒素濃度の推定は可能と考えられる。

③ しかし,調査時期や調査年次或は調査場所によって一

次回帰式の定数が著しく異なる(図 1～ 3)。

④ 葉緑素計指示値とグリーンメーターあるいはカラース

ケール指示値の間には非常に高い相関関係が認められた。

グリーンメーターでは葉緑素計指示値との相関分布には品

種間差はみられないが,カ ラースケールでは品種により異

なる分布関係を示した (図 4カラースケールデータ省略 )。

4  ま と め

葉緑素計による茎葉窒素濃度の推定を検討した結果,一

次回帰式を利用して, n_2葉葉緑素計指示値から茎葉窒
素濃度を推定することが可能であることが分かった。しか

し,栽培条件あるいは生育条件等によって一次回帰関係に
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葉緑泰鼻i表示値(o-2)

変動がみられるので,一本の回帰式でもって葉緑素計指示 値から茎葉窒素濃度を推定することは,現状では困難と考

えられる。なお, n-2葉葉緑素計指示値と茎葉窒素濃度
の相関分布には一定のまとまりが認められるので,データ

蓄積により回帰式によらないでもある程度の推定が可能で

あると考えられ,今後なお検討を進める予定である。

′′

薔源¥11器 |}粧 I{華檜|ミ |
2`    "    3,    40
彙長秦計表示

“

●‐2)

目2 年次による差 (ア キヒカリ,昭59,60)

呵 =il脇淵
!d 5c: Y- -l 501 r 0.090.X ( R- 75.6 % )
960: Y -1,5?? * o. ot.x (c-s5.3%)

10ドメ ,
●
,
▲
▲
●

1 00           1 10

｀

■
口
x
0
0

メ

葉縁素計表示値(n_2)

日 3 地点による差 (昭59)

０
　
　
　
０
，
′

奎

葉

奎

栞

凛

度

＾
“

）

茎

秦

菫

葉

菫

度

＾
１

）

減数分裂期

幼聰形成期
▲

和

　

▲

鞠
珈
世
輛
枷
珈
隷

Ｆ
ｌｏ
ト
Ｉ
Ａ
ＩＴ
Ｆ
Ｐ
い

例凡

40

葉

緑

素  35
計

表

不

値

(n-2)30

△
▼

_V△▼
▼

▼
▲▲

▲

■ ・

■・

一

▼
・

幼穂形成期

Y‐ -0472■ 26618・ X

減数分裂期
●:ササニシキ

▲ :コガネヒカリ

■ :ハヤニシキ

▼ :アキノヒカリ

(RL 84 7%)

1 20 1 00 1 40          1 50

グ リーンメーター表示値 (n-2)

日4 葉緑素計とグリーンメーターの対応(4品種,幼穂形成期,減数分裂期,昭 59)
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